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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・利用者様の身体面の不調が増えています。バイタルサインを測定した際は、測定値をみるだけでなく、普段の値とどの程度ズレがあるのかを考え、データを見るようにしましょう。例えば、痩せたような印象がある方には体重の変化がどうなのかを見て、カンファレンスで情報共有していくようにしましょう。

・様々な関係機関への情報提供が遅いことが目立ちます。また、情報共有すべき事柄を報告していないことも多いです。グループホーム、青明舎など関係機関には早急に情報提供していき、利用者様のサポートをしていくようにしましょう。

＜研修案内＞
・9/4（火）八戸リスクマネジメント講演会　場所：八戸パークホテル
・9/8（土）院内感染対策研修会　場所：はちふくプラザねじょう
・9/4（火）ビデオ研修6日（木）17:30～18:30場所　メンタル４階メモリアルホール

　テーマ：｢医療・介護事故予防と事故時の対応について｣

※外部研修はWIZで詳細について確認すること。
＜各種締切＞
・8月中　LASMI等の評価、転倒転落アセスメント

＜青明舎利用者様　情報交換＞

・高柳　和子　様～8/22定期訪問実施。体調に変化はないが当院定期受診時に他患者様が外来スタッフに注意されているのを見て具合が悪くなることがあったとのこと。時折腹痛があり、以前処方されたパンシロンを服用していると話している。食事に関しては歯の痛みがある為、野菜類をあまり食べていないとのこと。上の階の住人がやせ続けていることに関して気にする発言もある。

・我満　奈津紀様～8/24電話があり、気分の落ち込みはあるが娘様とユニバースへ買い物に行ったことを報告している。不安等の気味地が強いときには、当院や青陽館へ連絡することを助言している。禁煙外来に関しては、受診を続ける際に鬱になり、それ以降いっていないとのこと。

・松川　順子　様～8/22電話連絡があり、買い物をした際に残金等の計算が合わなくなったと話しており、不明金をまとめておくよう助言している。8/25洗濯機の使用の為来所している。金銭面に関して確認すると問題はなく、服薬に関しても忘薬はないと答えており問題ない様子が窺える。治験薬の実験の際に生じた金銭の件では、生活保護費の返還をあっぷるハートに相談済みであるとのこと。8/26定期訪問実施。残金に問題はないが、食事内容がほぼ尾の時内容となっている。野菜は少なく、栄養素の偏りもあり、スーパーのチラシを見て、旬の物や安くなったものを取り入れてみるよう助言している。
・船場　幸子　様～8/23来所。電気炊飯器の予約が出来ず、早朝に起きて炊飯をしていると話している。
・平　京子　様　～8/22来所。病院受診をし、採血検査を行ったことを報告している。野菜を食べた際に具合が悪くなり、今後野菜を食べないと話している為、具合が悪くなった要因は野菜出ない可能性を上げ説明し食べるよう促している。
・浅坂　政美　様～8/26定期訪問実施。体調は変わらずにいるが、小遣い帳の記載に誤りがあり、一緒に確認している。甘い物の購入が多く、理由を尋ねると「仏壇に飾るのに買っている」と話しており、お供えの後に食べている事を確認すると肯定している。持病がある為食べ過ぎないよう伝えている。
・前野　義勝　様～8/26定期訪問を実施するが、不在。電話をすると自室の方から着信音はするが、出ることはない。その後本人より折り返し連絡があり、姉様と墓参りをしており疲れていたと話し、連絡しなかったことを謝罪している。時折、臀部が痛いことや、腰痛は改善傾向であるが受診先を変えたいことを話しており、改善傾向であるのであれば、受診先を変える必要はないことを説明している。
＜グループホーム入居者　情報交換＞
・繁名　和恵　様～世話人等に相談せず、独断で他科受診している。伴内科を受診しており、検査結果が9/4以降でわかるとのこと。
・淡路　智恵子様～最近、デイケアの欠席が目立つことを伝えると「だって疲れる」と答えており、行動を変える様子は窺えない。
・船場　幸子　様～炊飯器の予約について、説明するが理解できておらず、同居者の繁名和恵様に予約の操作を依頼している。

・豊川　明男　様～同グループホームの下妻康貴様の喫煙に関して世話人に話をしたいとのことで面談を実施。喫煙している証拠がないことを説明しても、納得せずにいる。
・中村　与一郎様～先週まで体調不良が続いていたが、現在は体調が回復している。
・田中　一　様　～デイナイトケアの人間関係について世話人に話している。睡眠状況は良好だが、足の痛み等があると話している。
・下妻　康貴　様～右乳首の赤疹は処方された軟膏により、改善傾向に有るとのこと。

・関　秀治　　様～8/23（木）十和田市役所へ引越し後の手続きの為世話人同行。8/24午前中に部屋の片付けを実施するが部屋が散乱している状態であった。昨日、駒木洋士様と会い、グループホームの電話番号を聞かれたが断ることが出来たとのこと。
・若松　邦生　様～番沢政勝様、田中一様が世話人との面談に時間がかかっていることに対し、声を荒げることがあった。時間に関しては、自身も以前は時間がかかっていたことを伝えると、以後声を荒げることは無い。
・村上　元道　様～8/22母様の生活福祉課担当者、本人、母様と次の居住先について話し合っている。本人より母様の保護者の希望があり、以前自身で抱え込みすぎた結果、体調を崩したことを伝えると辞退している。今後関係機関が主となり行う予定となっている。最近夜中に起きることがあり、起床時間が極端に早くなっているとのこと。
・藤村　翔　様　～母様より「買い食いをしないよう」との助言を受けている。幻聴の訴えはあるが、問題なく過ごせている。
・田名部　浩平様～就労先の作業に慣れていない様子が窺える。不調等の訴えは聞かれていない。

・大下　伸治　様～8/22定期受診の際に服薬が変更となっている。体調を尋ねると「調子いいです」と答えているが、翌日不調の訴えがあり、処方薬のせいだと話しており、説明を要している。
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～来所時に今朝までの薬の空包を確認し全て揃っている。「昨日はずっと寝てたんだよ」と話すため、“土曜日はどこかお出掛けしてきたんですか？”と問うと、「いやあ。そういう訳でもないんだけど…」「この前日赤で検査して異常ないって言われたから安心したのかなあ」と話している。
・鹿原　博夫　様～体調確認の為訪問するが、ノックしても返事なくドアノブを回すと施錠されていない。数回の呼名でベッドから起き、時間を尋ねている。時間を伝え、体調確認すると「今日は休む。」と返答あり、本日はデイケア欠席となる。食事、水分は摂れていると話す。長兄、次兄が青南病院へ点滴に連れて行ってくれると話していたとの事。明後日から行きたいと思うが、歩けるかと不安な様子であり、近隣のバス停からの送迎などを検討する事を伝えた。外来へ点滴を希望していた事を情報提供している。

・駒木　洋士　様～本日から利用再開。来所時に今朝までの薬の空包を確認し全て揃っている。「おはようございます。お久しぶりです」と自ら利用者へ挨拶している。特定男性利用者（板橋雅勝様）やスタッフへの話し掛けが目立っており、自ら話を切り上げることができない。また手指振戦や上体の右側への傾きが目立っている。
・平　京子　様　～来所時より体調不良あり　体温40.0℃　荻生内科受診の為早退している。
・船場　幸子　様～昨日、右足鼠経部の辺りを痛めた為、世話人同行で整形外科受診する為、欠席の連絡がある。「歩き過ぎたかな」と話している。受診結果を確認しいく。
・磯島　貴広　様～スタッフを指定して相談がある。「1か月前くらいに雨の日のデイケアの帰り道に草の上を走ったら転んだんです。その後から胸痛いなあって思って最近八戸整形外科を受診したら、胸骨にヒビが入ってるって言われました」「1か月くらいで骨がくっつくって言ってたので、その間は運動療法しなくてもいいですか？」と話しており、担当スタッフに相談するよう助言している。上記について担当スタッフに話していいが主治医に話さないでほしいと言い、詳細を確認するが話したがらない。“入院したくないからですか？”と問うと、「それもそうなんですけど…」「転んで打撲したってことにしてください」と言葉を濁している。その後担当スタッフへ上記と同様を訴えている。情報の取り扱いに注意しながら対応していく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、土曜日に次姉に電話後、スタッフに「本当は墓参り行きたいんだけど、姉（長姉）に電話しても出ないし」と話している。翌日はスタッフに相談があると話し「おやつ自分で持っちゃだめ？」と聞いてくる。本人の生活の現状を振り返り、自己管理は難しいことを説明したとのこと。デイナイトケアでは、外出希望やその他相談事は聞かれず、スタッフや他者と笑顔で雑談をしている。
・吉田　富秋　様～青風荘より情報提供があり、週末は腹痛について、不調を訴えることはなく、下剤の服用もなかったとのこと。間食にはリンゴを食べるようにし、摂取しているとのこと。デイナイトケアでも体調確認をしているが、「もう大丈夫だ」と腹痛の訴えはなく、食欲も戻ってきていると話す。昼食は、全量摂取している。
・吉田　キクエ様～8/25（土）夕食を半分摂取し、洗面所で嘔吐していたとのこと。吐く時はトイレで吐くよう伝えていたが、再度洗面所で嘔吐していたとのこと。声を掛けると「喉詰まりだ」と話している。翌日以降は食後に嘔吐することはない。デイナイトケアでも、嘔吐については喉詰まりと話しており、食事時の義歯装着を声掛けしている。昼食は、スタッフが声掛けを行う前に義歯の装着をして、食事摂取している。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、土曜日に買い物から帰荘した際に、スタッフが挨拶するも無視する行為があった。その後は、スタッフや他利用者様のことを過剰に褒めたり、16：00頃には、妹様へお盆に貰った化粧品のお礼をしたいと話し、電話をしている。また、日課を行う時間をわざとずらして行っている。日曜日は、薬を受け取る際にムスッとした表情で受け取っていたとのこと。デイナイトケアでは、朝からミーティングルームに入り、背を向けて静かに過ごしている。作業療法では、折り紙手芸に取り組んでいるが、机に伏せたり、歩いたりと集中は出来ていない様子。怒ることや不機嫌な様子はないが、スタッフに一方的に話す事があり、会話が成り立たないことがある。
・板橋　利美　様～体重が増加していることについてスタッフに相談、体重の増減を気にして不調になることがあり、食事を摂取しないで痩せようとすることは、健康的に良くないことを助言している。昼食は、全量摂取しており、訴えが聞かれた後は、トイレに籠る行為などなく、各種プログラムに参加している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（冨田　紀子　様）

実施日：H30年8月27日（月）13：30～14：00

担当：紫葉　夏海 

検討内容　計画・目標の計画 

	氏名
	冨田　紀子　様
	性別
	女
	年齢
	73
	生年月日
	S20年2月11日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	1生活リズムの改善(身なりを整える・定期的な入浴や散髪の習慣化)
2運動の習慣化。
3人付き合いの場の参加（協調性を養う・孤立化を予防）
4注意・集中力の維持・改善。
5服薬の習慣化・必要性の理解・病気への理解を深める・現実的判断が出来る。

	本人希望
	現状維持。

	家族希望
	現状維持。

	入院歴
	計6回（最終：H25年8月23日～H25年9月23日）発病時期（32歳）

	通所歴
	　2　回目

· 前回：H20年3月3日～H23年8月23日

· 今回：H25年10月1日～現在　　（週3回/･火・水・金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎利用

	住居：グループホームあおぞら入居中。

（H30.1.20～H30.2.3市民病院入院

診断名：外傷性気胸、心房細動、肋骨骨折）
	家族構成
・保護者が次姉　
・本人は姪にしたいと話している
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	利用制度
	障害手帳2級
	障害年金1級
	他、生活保護（自立支援、介護保険、重度医療等）受給中


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	現状を維持しデイケア利用を継続していく。
	①生活面、健康面の現状維持が出来る。
	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。下肢筋力の低下を防ぎ、転倒せず安全に過ごすことができる。
	①毎週水曜日に健康チェックを行っているのか確認する。微熱や体重減少が見られた際は、体調確認や食事摂取量について確認する。下肢筋力の低下を防ぐため、運動プログラムへの参加を促し、正しい運動方法で実施できるよう見守る。必要時は声掛けを行う。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや先生、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	②現状維持の為に病状確認、幻聴や妄想に左右された言動がないか確認する。また身だしなみができない等の病状悪化のサインを確認し、服薬状況を確認する。

	
	③他利用者とトラブルを起こさない。
	③他者に対して自分の価値観を押し付けない
	③他者への高圧的な態度を取っている際には介入する。また、他者から苦情があった際には本人と他者へのアプローチ方法を検討する

	
	④高齢に伴う心身症状の維持を図る。
	④辛いときは我慢せずスタッフに相談できるようになる
	④心身症状の低下を感じていても、認めないときがあったり指摘されると怒る場合があるため、自尊心を傷つけないように対応し、自分の力で無理な場合は周囲に援助を求め負担が軽くなるようにする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。下肢筋力の低下を防ぎ、転倒せず安全に過ごすことができる。
	毎週水曜日に健康チェックを行っている。現在の体重は41㎏前後。体調について尋ねると「大丈夫」と話している。運動プログラムはラジオ体操やレクダンスに参加するが、レクダンスは特定の曲のみに参加している。スタッフが運動量を増やすためにも他の曲にも参加するよう助言をするものの、改善はみられない。(達成度60％)
	今後も引き続き健康チェックを実施し、体重の増減や発熱、血圧の値、ふらつきに注意をする。運動時は今後の運動量を増やすためにも他の曲にも参加するように声をかける。目標は継続していく。

	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや医師、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	服薬はできているとのこと。身だしなみは乱れることはなく、髪もしっかりセットできており、服装も乱れたりすることはない。デイケア利用中に不調等を訴えることはないが、グループホーム世話人には体調不良でデイケアを休みたいことを話すことがある。実際にデイケアに来所し、体調確認を行うと、体調不良については聞かれない。（達成度80％）
	服薬の確認は引き続き行っていく。グループホームとデイケアでは様子が異なる場合もある為、関係機関で情報を共有していく。引き続き病状変化がないか観察していく必要があるため、目標は継続していく。

	③他者に対して自分の価値観を押し付けない。
	同グループホームの入居者様から冨田様への不満が聞かれているが、本人は特に問題なく生活ができていると話している。デイケアでは、他者へ高圧的な態度を見せることがなく、むしろ他者へ優しく接している。（達成度60％）
	グループホーム利用者との関わり方について重点をおき観察をする。関係機関で情報を共有していく。トラブルがあった際には、振り返りを行う。目標は継続していく。

	④高齢に伴う心身症状の維持を図る。
	心身症状の低下を感じたという発言が本人からは聞かれていない。
	心身症状の低下を感じたという発言が本人から聞かれていないため、聞かれた際には自尊心を傷つけないように対応していく。自分の力で無理な場合は、周囲に援助を求め負担が軽減するよう声をかける。目標は継続していく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	現状を維持しデイケア利用を継続していく。
	①生活面、健康面の現状維持が出来る。
	①現状維持のため、毎週水曜日に健康チェックを行う。下肢筋力の低下を防ぎ、転倒せず安全に過ごすことができる。
	①毎週水曜日に健康チェックを行っているのか確認する。微熱や体重減少が見られた際は、体調確認や食事摂取量について確認する。下肢筋力の低下を防ぐため、運動プログラムへの参加を促し、正しい運動方法で実施できるよう見守る。必要時は声掛けを行う。

	
	②服薬を継続する。
	②毎日薬を飲む。不調の際は、スタッフや先生、世話人へ相談する。幻聴に左右された言動や病状悪化のサインがないか確認する。
	②現状維持の為に病状確認、幻聴や妄想に左右された言動がないか確認する。また身だしなみができない等の病状悪化のサインを確認し、服薬状況を確認する。

	
	③他利用者とトラブルを起こさない。
	③他者に対して自分の価値観を押し付けない
	③他者への高圧的な態度を取っている際には介入する。また、他者から苦情があった際には本人と他者へのアプローチ方法を検討する。

	
	④高齢に伴う心身症状の維持を図る。
	④辛いときは我慢せずスタッフに相談できるようになる
	④心身症状の低下を感じていても、認めないときがあったり指摘されると怒る場合があるため、自尊心を傷つけないように対応し、自分の力で無理な場合は周囲に援助を求め負担が軽くなるようにする。


